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はじめに：なぜ今、「エージェント時代」のマネジメントが必要なのか 

Gartnerの2026年最新予測によると、2026年末までに、企業アプリの40%がAIエージェントを
組み込みます。 2025年はわずか5%でした。つまり、たった1年で8倍になります。 

しかし、Deloitteの2026年レポートでは、こう警告しています： 

「多くの企業がAIエージェント導入で壁にぶつかっている。彼らは既存のプロセス—
人間のためにデザインされたタスク—を自動化しようとしているが、仕事のやり方そ
のものを再設計していない」 

本マニュアルは、AIエージェントという新しい「シリコンベースの労働力」を統率し、 人間とAI
エージェントの最適な役割分担を設計するための、実践プロトコルです。 

 

Part 1: AIエージェントとは何か？ - 2026年の定義 

1-1. 従来のAI vs AIエージェント 

従来のAI（2023-2024） 

●​ 質問に答える 
●​ 指示された単一タスクを実行  
●​ 人間の監視下で動作 

AIエージェント（2026） 

●​ 目標を達成するために、複数のタスクを自律的に実行  
●​ 他のツール・システム・エージェントと連携 - 結果を判断し、次の行動を決定 
●​ 人間は最終判断のみ 



1-2. マルチエージェント・エコシステム 

IBM 2026年レポート： 

「2024年のエージェントは、小さくて、専門的でした。メール書くエージェント、リサー
チするエージェント。 でも2026年は違います。複数のエージェントが、互いに連携し
て、エンドツーエンドで複雑なワークフローを実行します」 

マルチエージェント・エコシステム = 異なる専門性を持つ複数のAIエージェントが、協調して複
雑な業務を完遂するシステム 

例：製薬会社Genentechの研究ワークフロー  

1.​ データ収集エージェント → 過去の実験データを集める  
2.​ 分析エージェント → そのデータを解析  
3.​ 仮説生成エージェント → 新しい仮説を提案  
4.​ 実験設計エージェント → その仮説を検証する実験を設計  
5.​ 報告エージェント → 結果をレポートにまとめる 

これらが人間の指示なしで連携し、科学者は「画期的な薬の発見」に集中できる。 

1-3. Agent2Agent (A2A) プロトコル 

Google CloudとSalesforceが開発中のA2Aプロトコル： 異なる企業のAIエージェント同士が、
互いに連携できるようにする標準規格 

意味: あなたの会社のエージェントと、取引先のエージェントが直接やり取りする時代が来る 

 

Part 2: なぜほとんどの企業が失敗するのか？ 

2-1. 失敗の壁（Deloitte 2026） 

企業は既存のプロセス—人間のためにデザインされたタスク—を自動化しようとしているが、仕
事のやり方そのものを再設計していない 

失敗パターン​
「今の仕事の流れに、AIエージェントを追加する」 - 「人間がやっていたことを、そのままAIエー
ジェントにやらせる」 

なぜ失敗するか 

●​ 人間とAIエージェントの得意分野が違う 
●​ 既存プロセスは人間の制約（勤務時間、処理速度）を前提に設計されている  
●​ AIエージェントの強み（24時間稼働、並列処理、即座のデータアクセス）を活かせない 

2-2. 成功パターン（トヨタの事例） 

従来のプロセス​
車の納期遅延問題が発生 → ​



1. 担当者が朝一番に出社 ​
2. メインフレームの50〜100画面を手作業で確認 ​
3. 問題を発見 ​
4. 物流会社にメールを書く ​
5. ディーラーに連絡 6. 上司に報告 

合計：数時間、場合によっては1日​
 

AIエージェントを前提に再設計​
1. AIエージェントが夜中に問題を自動検知 ​
2. 供給チェーンエージェントが物流会社に優先指示 ​
3. 顧客対応エージェントがディーラーに状況報告 ​
4. 在庫管理エージェント、財務エージェントと連携して最適解を計算 ​
5. 担当者が朝に出社した時には、もう対処が完了 ​
6. 担当者は「なぜ起きたか？」「どう防ぐか？」だけを考える 

結果: - 対応時間：数時間 → 数分 

●​ 担当者の役割：「火消し」→「根本原因分析と戦略立案」  
●​ メインフレーム画面操作：50〜100画面 → ゼロ 

 

Part 3: Delegate-Review-Own モデル（2026年版マネジメント） 

3-1. 新しいマネジメントモデル 

CIO Magazine 2026年1月提唱： 従来: Micromanage（細かく管理） 2026年: 
Delegate-Review-Own（任せる・査読する・責任を取る） 

3-2. Delegate（任せる） 

やること 

●​ どのタスクをAIエージェントに任せるか、明確に定義 - 部下に「このタスクは、AIエー
ジェントに任せていい」と許可 

●​ エージェントの権限範囲を設定 

やらないこと 

●​ 「全部自分でやる」  
●​ 「全部自分でチェックする」  
●​ 「AIエージェントを禁止する」 

3-3. Review（査読する） 

やること 

●​ AIエージェントが作った成果物の戦略的妥当性をチェック  



●​ 「このリスクは許容できるか？」を判断  
●​ 「会社の文化に合っているか？」を確認 

やらないこと 

●​ 細かい数字や文法をチェック（それはAIの方が正確）  
●​ 全プロセスを監視  
●​ 「どうやってやったか？」を細かく聞く 

3-4. Own（責任を取る） 

やること 

●​ 最終的な判断と責任は、あなたが取る  
●​ AIエージェントのミスも、あなたの責任として引き受ける  
●​ チームに「私が責任を持つから、安心して使ってくれ」と伝える 

やらないこと 

●​ 「AIがミスしたから」と言い訳  
●​ 責任を部下やAIエージェントに押し付ける 

 

Part 4: 3つの判断フレームワーク 

どの仕事を、誰（または何）がやるべきかを決める基準 

判断軸1: リスクレベル 

High Risk（高リスク） 

●​ 失敗したら会社の信用に関わる  
●​ 法的問題につながる可能性  
●​ 金銭的損失が大きい（数百万円以上） 

→ 人間が最初から最後まで 

Medium Risk（中リスク） 

●​ 失敗したら顧客に迷惑がかかる  
●​ 修正に時間がかかる - 金銭的損失が中程度（数十万円） 

→ AIエージェントが下書き、人間が最終判断 

Low Risk（低リスク） 

●​ 失敗しても修正が効く - 影響範囲が限定的 
●​ 金銭的損失が小さい（数万円以下） 

→ AIエージェントに完全に任せる、人間は事後監査のみ 



判断軸2: 文脈依存度 

高文脈依存 

●​ 会社の文化、暗黙知が重要 - 顧客の性格、過去の経緯が影響  
●​ 社内政治、人間関係が絡む 

→ 人間が主導、AIエージェントは補助 

中文脈依存 

●​ 一般的なビジネス常識で判断可能 
●​ 業界のベストプラクティスが存在 
●​ データと常識の組み合わせで判断 

→ AIエージェントが提案、人間が文脈を加えて最終判断 

低文脈依存 

●​ データだけで判断可能  
●​ 明確なルール・基準が存在 - 過去のパターンが応用できる 

→ AIエージェントに任せる 

判断軸3: 創造性 

高創造性 

●​ 前例のない問題 - クリエイティブな解決策が必要 
●​ 直感や経験が重要 

→ 人間が主導 

中創造性 

●​ 既存の方法を組み合わせ 
●​ アレンジや改善が必要 
●​ ある程度のオリジナリティ 

→ AIエージェントが複数案を提示、人間が選択・改良 

低創造性 

●​ 過去のパターンを応用 
●​ 標準的な手法が存在 
●​ ルーチンワーク 

→ AIエージェントに任せる 

 



Part 5: 実践ワークシート 

【ワークシート1】仕事の3分類 

あなたのチームの主要業務を、以下の3つに分類してください： 

業務名 現在の担当者 リスク 文脈依存度 創造性 分類 (A/B/C) アクション 
例：月次
レポート 

佐藤 中 中 低 B AIが下書き→
佐藤が洞察追
加→私が最終
確認 

       
       
       

分類の定義 

●​ A: AIエージェントに完全に任せる （Low Risk + Low Context + Low Creative）  
●​ B: AIエージェント+人間の協働 （Medium Risk or Medium Context） 
●​ C: 人間が主導 （High Risk or High Context or High Creative） 

 

【ワークシート2】Delegate-Review-Own チェックリスト 

​ Delegate（任せる) 
​ A分類の業務リストを作成した  
​各業務で「AIエージェントがどこまでやるか」を明確にした  
​部下に「この業務はAIエージェントに任せていい」と伝えた  
​エージェントの権限範囲を設定した（予算上限、決定権の範囲など） 

​ Review（査読する）  
​  B分類の業務で「人間がチェックすべきポイント」を明確にした  
​チェックポイントを部下と共有した  
​週1回、AIエージェントの成果物をレビューする時間を設定した  
​レビュー基準を文書化した 

​ Own（責任を取る）  
​「最終責任は私が取る」とチームに宣言した  
​ AIエージェントがミスした時の対応手順を決めた  
​問題が起きた時、「なぜAIを使ったんだ」ではなく「どう改善するか」を話し合う文
化を作った 

 

【ワークシート3】魔法の質問リスト 

部下との対話で使える質問集 



状況把握のための質問  

1. 「今、どんなAIツールを使ってる？」  

2. 「どの仕事で使ってる？」  

3. 「どのくらい効率化できてる？」 

成功体験を引き出す質問 

4. 「そのツールを使って、一番助かったことは何？」  

5. 「時間がどのくらい減った？」  

6. 「その時間で、何か新しいことできた？」 

リスク・課題を把握する質問  

7. 「逆に、困ったことはある？」  

8. 「AIが間違えたこと、ある？」  

9. 「その時、どう対処した？」 

次の改善を促す質問 

10. 「もっと効率化できそうな仕事、他にない？」  

11. 「チーム全体で使えそう？」  

12. 「他の人にも共有したい？」 

戦略的思考を促す質問 

13. 「このAIの提案、君の経験と照らして、どう思う？」  

14. 「前提条件が変わったら、この結果はどうなる？」  

15. 「AIが出したアウトプットに、君はどんな『人間の視点』を加えた？」 

NG質問（絶対に言ってはいけない） 

❌ 「AIに頼るな」  

❌ 「中身を全部説明しろ」  

❌ 「俺が若い頃は…」  

❌ 「AIが間違ってたらどうするんだ？」 

代わりに言うべきこと 

✅ 「AIをどう使えば、もっと効果的か一緒に考えよう」  

✅ 「失敗してもいいから、試してみよう。そこから学べる」  



✅ 「君の経験と、AIの速さを組み合わせたら、最強だと思う」 

 

Part 6: 90日導入計画（2026年版） 

Phase 1: Discovery（発見）- Week 1-2 

Week 1 現状把握  

●​ チーム全員に「AIツール利用状況」をヒアリング  
●​ 誰が、どのツールを、どの業務で使っているかをリスト化 
●​ 批判しない。「教えてほしい」というスタンス 

Week 2 業務分類  

●​ ワークシート1を使って、主要業務をA/B/Cに分類  
●​ チームメンバーと一緒に分類（一方的に決めない） 
●​ 分類の基準を共有 

ゴール 

チームの全業務の70%を3つのカテゴリーに分類完了 

 

Phase 2: Pilot（試験導入）- Week 3-6 

Week 3-4 パイロットプロジェクト  

●​ A分類（AIに完全に任せる）から、1-2個選ぶ  
●​ 選定基準：失敗しても影響が小さい、でも効果が見える  
●​ AIに前向きな人を担当に選ぶ 

Week 5-6 並走テスト  

●​ 既存のやり方とAIエージェント、両方で同じタスクをやる  
●​ 時間・品質・精度を比較  
●​ AIエージェントが間違えたケースを記録 

ゴール 

●​ 小さな成功体験を作る - チームの心理的抵抗を減らす  
●​ AIエージェントの「得意」と「苦手」を把握 

 

Phase 3: Expansion（拡大）- Week 7-10 

Week 7-8 B分類への展開  

●​ B分類（AI+人間）の業務を2-3個選ぶ  



●​ Delegate-Review-Ownフレームワークを適用  
●​ 「誰が、何を、いつ」を明確化 

Week 9-10 全体への展開  

●​ 成功事例をチーム会議で共有  
●​ 具体的な数字を示す（時間短縮率、品質向上率）  
●​ 他のメンバーにも展開（強制しない） 

ゴール 

チームの50%以上が、何らかの形でAIエージェントを活用開始 

 

Phase 4: Governance（ガバナンス）- Week 11-12 

Week 11 チームルール作成  

●​ ワークシート4を使って、「AIエージェント利用ガイドライン」を作成 - 部下と一緒に作る
（トップダウンではない）  

●​ 「禁止リスト」ではなく「活用ガイド」として 

Week 12 継続的改善の仕組み  

●​ 月1回：AIエージェント活用状況のレビュー会議  
●​ 四半期1回：ワークフロー全体の見直し - 成功事例・失敗事例の共有 

ゴール 

●​ AIエージェント活用が「当たり前」になる 
●​ 継続的に改善が回る仕組みができる 

 

Part 7: チームルール・テンプレート（そのまま使える） 

【テンプレート】AIエージェント活用ガイドライン 

ver 1.0 - 2026年◯月◯日 

 

1. 基本方針 

私たちのチームは、AIエージェントを「道具」ではなく「協働するパートナー」として位置づけま
す。 AIエージェントの強み（速さ、正確さ、24時間稼働）と、 人間の強み（経験、判断力、創造
性）を組み合わせ、 チーム全体のパフォーマンスを最大化します。 

 

2. AIエージェントに任せていい業務（A分類） 



以下の業務は、AIエージェントに完全に任せてOKです。 人間は事後チェックのみ（週1回また
は月1回）。 

•​ データの集計・グラフ作成 
•​ 定型メールの作成（社内連絡、議事録など） 
•​ スケジュール調整 
•​ 簡単な問い合わせ対応 
•​ ［チーム固有の業務を追加］ 

 

3. AIエージェント+人間で協働する業務（B分類） 

以下の業務は、AIエージェントが下書きを作り、人間が最終判断します。 

業務 AIエージェントの役割 人間の役割 最終確認者 
提案書
作成 

データ収集、下書き作成 戦略的洞察の
追加、顧客に
合わせた調整 

マネージャー 

営業レ
ポート 

データ集計、グラフ作成 分析・解釈の追
加 

マネージャー 

［追加］    
 

4. 人間が主導する業務（C分類） 

以下の業務は、人間が最初から最後まで主導します。 AIエージェントは補助的な情報提供の
み。 

•​ 戦略決定 
•​ 重要顧客との交渉 
•​ 人事評価・採用判断 
•​ クリエイティブな企画立案 
•​ ［チーム固有の業務を追加］ 

 

5. レビュー基準 

AIエージェントが作成した成果物を、以下の基準でチェックします： 

必須チェック項目 

​事実関係に誤りはないか？  
​会社の方針・文化に合っているか？  
​顧客・取引先に失礼な表現はないか？  
​リスクは許容範囲内か？ 



推奨チェック項目 

​過去の経緯を考慮しているか？  
​ 3年後に振り返って、正しい判断と言えるか？ 

 

6. 問題が起きた時のルール 

AIエージェントがミスをした場合 

1. すぐにマネージャーに報告（責められることはありません） 

 2. チーム全体で「なぜミスしたか？」「どう防ぐか？」を話し合う  

3. 同じミスを繰り返さないよう、ルールを更新 

重要: 「AIを使ったからミスした」ではなく、「どう改善するか」を考えます。 

 

7. 学びの共有 

•​ 月1回、チーム会議で「成功事例」「失敗事例」を共有 
•​ 成功事例：「このツールで、こんなに効率化できた」 
•​ 失敗事例：「こういう使い方をしたら、うまくいかなかった」 

 

8. このガイドラインの更新 

•​ 四半期ごとに見直し 
•​ 新しいツール、新しい業務が出てきたら、随時追加 
•​ チーム全員で一緒に作る（トップダウンではない） 

 

（以上、テンプレート終わり。あなたのチームに合わせてカスタマイズしてください） 

 

Part 8: 2026年最新事例詳細 

事例1: トヨタ - Supply Chain Agent Ecosystem 

背景: 従来、車の納期遅延が発生した時、担当者はメインフレームの50〜100画面を手作業
で確認する必要があった。 

AIエージェント導入 

検知エージェント: 供給チェーン全体を24時間監視、問題を自動検知  

判断エージェント: 過去データと現在状況を分析、最適な対処法を提案  



実行エージェント: 物流会社、ディーラーに自動で連絡・調整  

報告エージェント: 担当者・マネージャーに状況を報告 

結果 

●​ 問題対応時間：数時間 → 数分 
●​ 担当者の役割：「火消し」→「根本原因分析と戦略立案」  
●​ メインフレーム操作：50〜100画面 → ゼロ 

学び 

●​ 既存プロセスをそのまま自動化するのではなく、 「人間とAIエージェントの得意分野」を
前提に、ワークフロー全体を再設計した 

 

事例2: Genentech - Multi-Agent Research Workflow 

背景: 製薬研究では、データ収集・分析・仮説生成・実験設計・報告という複雑なワークフロー
がある。 従来、科学者がすべてを手作業で行い、ルーチン作業に時間を取られていた。 

AIエージェント・エコシステム導入:  

データ収集エージェント: 過去の実験データ、論文、特許を自動収集  

分析エージェント: 統計分析、パターン発見  

仮説生成エージェント: データから新しい仮説を提案  

実験設計エージェント: 仮説を検証する実験プロトコルを設計  

報告エージェント: 結果をレポート・論文にまとめる 

これらのエージェントが、互いに連携して自律的に動作。 

結果 

●​ 科学者は「ルーチン作業」から解放  
●​ 「画期的な薬の発見」という、人間にしかできない仕事に集中 - 研究サイクルの高速化 

学び 

●​ 単一エージェントではなく、複数の専門エージェントが協働する「エコシステム」を構築 

 

事例3: Amazon Q Developer - Legacy Modernization 

背景: Amazon社内に、数千のレガシーJavaアプリケーションが存在。 従来の方法では、近代
化に数年かかる見込みだった。 

AIエージェント導入:  



コード分析エージェント: レガシーコードを解析、依存関係を把握  

移行計画エージェント: 最適な移行戦略を提案  

コード変換エージェント: 自動で新しいバージョンに変換  

テストエージェント: 変換後のコードをテスト  

調整エージェント: 複数のエージェントを統率 

結果 

●​ 近代化完了時間：予想の数分の一 
●​ エンジニアの役割：「コード書き換え」→「戦略決定と品質確認」 

学び 

●​ エージェントの「オーケストレーション（統率）」が重要。 複数のエージェントをどう連携さ
せるかが、成功の鍵。 

 

Part 9: あなたの経験が、AIエージェント時代の最大の武器である理由 

9-1. AIエージェントが「知らない」こと 

AIエージェントは、データから学びます。 でも、以下は「データになっていない」ため、AIエー
ジェントは知りません。 

暗黙知​
「あの顧客は、こういう言い方を嫌がる」​
「あの部署は、こういう頼み方をしないと動かない」​
「この時期は、こういうリスクが高まる」 

失敗の経験​
「あの時、こうしたら大失敗した」​
「この提案、昔も出したけど通らなかった」 

組織の文化​
「うちの会社は、こういう文化だから、この提案は通らない」​
「この役員は、データより直感を重視する」 

人間関係​
「あの人とあの人は、実は仲が悪い」​
「この案件は、あの人を通さないと進まない」 

これらは、20年、30年の経験で、あなたの体に染み付いています。 これが、あなたの競争優
位性です。 



9-2. 人間 vs AIエージェント - 得意分野の比較 
項目 AIエージェント 人間（あなた） 
速度 ⭕ 圧倒的に速い（秒単位） ❌ 遅い（時間〜日単位） 
並列処理 ⭕ 同時に複数タスク可能 ❌ 一つずつしかできない 
データアクセス ⭕ 瞬時に大量データを参照 ❌ 記憶に頼る、調べる必要 
24時間稼働 ⭕ 休まない ❌ 睡眠・休息が必要 
論理的一貫性 ⭕ 常に一貫 △ ブレることがある 
文脈理解 ❌ データにない文脈は理解不

可 
⭕ 暗黙知、空気を読める 

リスク判断 ❌ データ外のリスクは判断不
可 

⭕ 経験から「嫌な予感」がする 

創造性 △ 既存の組み合わせのみ ⭕ 前例のない解決策を生み出せる 
信頼関係構築 ❌ できない ⭕ 人間同士の信頼を築ける 
倫理的判断 ❌ データに基づくのみ ⭕ 「正しいか」を判断できる 

結論: AIエージェントと人間は、補完関係にある。 どちらか一方ではなく、両方を組み合わせた
時に、最強になる。 

 

Part 10: よくある質問（FAQ） 

Q1: AIエージェントの仕組みを理解しないといけませんか？ 

A: いいえ。あなたは車のエンジンの仕組みを知らなくても、運転できますよね？ 必要なのは、
「AIエージェントと人間の役割分担を設計すること」です。 

 

Q2: 部下がAIエージェントを使って、ミスをしたら、私の責任ですか？ 

A: はい。最終責任はあなたにあります。 でも、だからといって「全部自分でチェックする」は不
可能です。 重要なのは、「どこで人間が判断すべきか、明確なルールを決める」ことです。 

 

Q3: AIエージェントを使うと、部下のスキルが低下しませんか？ 

A: 正しく使えば、逆です。 部下は「ルーチン作業」から解放され、「戦略的思考」「創造的問題
解決」に時間を使えます。 これらは、AIエージェントにはできない、高度なスキルです。 

 

Q4: どのAIツールを選べばいいですか？ 



A: ツールから入らないでください。 まず、「どの業務を、どう効率化したいか」を明確にしてくだ
さい。 その後、その目的に合ったツールを選びます。 

 

Q5: 小さな会社でも、AIエージェントは使えますか？ 

A: はい。むしろ、小さな会社の方が、意思決定が速く、導入しやすいです。 Google Cloudや
Microsoftは、中小企業向けのAIエージェントサービスを提供しています。 

 

Q6: AIエージェントは、いつ頃から本格的に使われますか？ 

A: もう始まっています。 Gartnerの予測では、2026年末までに、企業アプリの40%がAIエー
ジェントを組み込みます。 「様子見」している時間はありません。 

 

おわりに 

Machine Learning Masteryの2026年レポートで、こう書かれています： 

「2026年のAIエージェント変革期は、どのモデルがベンチマークでトップだったかで
はなく、 どの組織が、実験から本番環境へのギャップを埋められたかで記憶される
だろう」 

つまり、「どのツールを使うか」ではなく、 「どう組織を変革するか」が問われています。 

あなたの経験は、AIエージェント時代にこそ、最も価値を持ちます。 

このマニュアルは、「完成形」ではありません。 あなたのチームで試して、失敗して、改善して、 
あなたの会社に合った形に進化させてください。 

景色が変わるはずです。 

私たちは、まだ終わっていません。 むしろ、AIエージェント時代の今こそ、私たちの出番です。 

 

Kuuki Design Rio 2026年3月 
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